














































































今、大谷正先生から紹介していただきました学長の日高です。生田校舎で講義をするのは何年ぶりだろうと、先ほど歩きながら考えて 参 り ま し た 。 若 い 時 分 に




舎 で 講 義 を し て き ま し た の で 、































も っ た い な い の で 、 こ の レ ジ ュ メ に 必 要 な 項目は書い て
おきました。
私の話すことが本当なのか、間違っているのではないか、自分だったら他の考え方をする、ということを思いながら授業を聞いていただきたい。今







































こ の 生 田 校 舎 で 勉学をした の は 、 今から羽数年前に な り































































高教 授 と 。 な る ほ ど ね 。






まざまなトラ ブ ル が 生 じ て い る の で す 。
次 に 、





























を う ま く 習 得 す る こ と で
す。もう一つは、外面的なこ





































の 場 合 は ど う で あ っ たか、振り 返 っ て み た い と 思 い ま す 。
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建学の精神と大学の未来
と東京では、経済的な落差がかなりありました。そこで、学費が安くて行けるところはないか。できれば、授業料なしで行けるところはないか(笑)
。 専 修 大学がありました。
振り返ってみますと、皆さんの考え方が直球だとすると、私の考








宮 崎 に は 予 備 校 も あ
りませんでした。したがって、受験勉強をしていない
( 笑 ) 。 東 京
にたどり着くことだけが試験なんです。東京に行ってしまえばどうにかなるだろうという大雑把な考えでしたが、大学に求めた最初のイメージは、
職業がありました。職業を得るために必要な知識を大
学で得なければならないというのが、大学を受験する時の私の目線から見た結論で あ り ま し た 。
専修大学に入学し、この生田校舎で勉強し始め
ると、地方文化と
都 会 文 化 の ぶ つ つ か り あ い が あ り 、 び っ く り し た り 、 す ご い な と 思 ったり、実にさまざまな驚きと発見がありました。専修大学には全国各地から学生が集まっており、当時は現役で入学するのは三分の一程度であり、入学すると急に都会の大人の世界に飛び込んだ感じがし ま し た 。学生の学力にも幅があ っ て 面 白 か っ た で す 。 早 稲 田 大に 受 か っ た ん だ け れ ど 、
















国 各 地 か ら 専 修 大学に集まって











ンとかいうようなことについて、頭の中に入っているでしょうか。おそらく、まだ頭の中に入っていないでしょうね。私学にとって、建学の精 神 は 、 大学のあ


























皆さんは、入学試験の前に、専修大学のいろいろな情報を調べたと思います。たとえば、どんな建物がありどんな教室があるのか、トイ レ は 締 麗か、どん な カ リ キ ュ ラ ム な のか、どん な 先 生 が い るか、偏差値はどうなのか、などとなどです。そういうことは、私よりも詳しいかもしれませんね。建学の精神がどうであり、学生がどうい
うミッションを背負うことになるのかといったようなことについては、あまり関心を払わなかったのではないでしょうか。私も大学に









「 関 法 連 」
)の
加 盟 校 で し た 。 当 時 は 、 関 法 連 の 主 催 で 2 カ 月 に l 回 、
法律討論会が行われていました。開催校の法学部の教授が出題し、各大学を代表する学生がその問題について論旨を壇上で発表し、質疑応答をしたうえ、審査員によって採点がなされ、優勝が決まるのです。いくら論旨が良くても、質疑応
答で沈没したら負けです。沈











の 大学の校歌を歌 っ て よ い と い う
特典がありました。そのため、開
催校は優勝できないと、他大学の校歌を自分の大学の校庭で歌われる こ と に な り ま すから、必 死 で 勉 強 す る こ と に な り ま す 。 た と え ば 、専修大学で開催し、
明治大学が優勝して、神田校舎で「白雲なびく








し 込 ん で 解 決 の 糸 口
が見つかり、論旨がい
っぺんに書けるという貴


































































ヨ ー ロ ッ パ の
大学の話をいたします。私は、
ア メ リ カ に は 留
学しなかったものです ら、
ア メ リ カ の 大学の話をしても迫力が あ
りません。ドイツの留学が長かったので、










る歴史を持った大学です。その歴史は、中世まで遡ることができます 。 ヨ ー ロ ッ パ に は 、
4001500年の歴史を有する大学が結構



























い な も の が カ レ ッ ジ 制 で す 。 にある
「E己」は、
一 定 の 行 動 様 式 を 身 に 付 け さ せ る た め 、
日 常生 活から教 育 し ま す 。 昼 夜 を 分かたず 全 て コ ン ト ロ ー ル し 、 ジ ェントルマンを育成するということになります。これに対して、ドイ
- 21ー





し て い る の で す 。 ヨ ー ロ ッ パ
















つのものが学問体系になったのでしょうか。その理由は、学問の背景にあるものを見据えれば分かります。まず、神学はどうして必要でしょうか。中世という時代を考えてください。神の国があり、世俗の国がありました。教会が強い支配力を持っていた時代です。人は、必ず死にます。亡くなった人を弔い、神の教義を説いて精神の安らぎを与えるには、神父がいなくてはなりません。その神父を養成するには神学部が必要です。医学の場合はどうでしょう。どの時代でも病人が出ます。病人を治すためには医師が必要です。その医師を養成するには医学部がなくてはなりません。次に、法学の場合はどうでしょうか。いつの時代にもトラブルがあります。社会的な葛藤が生じます。それを解決するには法律の専門家が必要です。その 法 律 の 専 門 家 を 養 成 す る の が 法 学部 で す 。 こ の よ う に 見 て く る と 、学理よりも学問の背景にあるものが決め手になっていることが分かります。社会生活の中でなくてはならない職業、トラブルを解決する の に 不
可 欠
な 専 門 家 、 つ ま
り神父、 医師、 法律家 と
























ゾ フ イ l















も哲学から出てきたと言うと、皆さんびっくりするでしょう。哲学から分化し、だんだん学問として専門化してきたのですが、その大本 の 哲 学 は ど こ へ 行 っ た の だ ろ う と 思 わ れ る 状 況 が 最 近 の 現 象 で す 。ニlチェ























に就くためのいわば準備期間でもあるという見方は、的を外してはい な い の で す 。大学が職業のための準備機関として機能した。
このことは、大学
の最初の出発点でしょう。このタイプの大学においては、教授する者と教わる者との信頼関係の確立が重要であり、信頼関係がない場合にはうまく機能しません。








い る と 思 い ま す 。講 義 の レ ジ ュ メ に ゲ l テ の
『ファウス卜』
の一節を書いておきま
































場合もそうですが、少し変わっています。人が身に付けるべきものと し て 、 文 芸 と 武 芸 が あ り ま し た 。
文つまり学問によって国の民を
治め、武によ














単 に 武術 を 磨 く こ と 、 兵 を 動かすこと に あ っ た わ け で は あ り ま せ ん 。大まかに言いますと、武芸の修得の狙い
は 、 対 す る 人 、
対する社会
に備えることにありますが、それに尽きず、人間の内面的な問題にまで模を打とうとしているところに凄さがあります。私 は 、 理 由 は 分からない の で す が 、 時 代 劇 を 見 る の が 大 好 き で す 。だいぶ前になりますが、藤沢周平の小説を映像化した
「たそがれ清
兵衛」という映画を見ました。東北の山形、時代的にいうと庄内藩になりますでしょうか、その地方の下級武士の生き方を描いたものです。たそがれ清兵衛は小太万の名人なんですが、小太万と普通の剣との一騎打ちを描いているところは圧巻です。今日の講義との関係では、映画の最初の部分において、山田洋次監督が次のような場面を映し出していることに着目してください。たそがれ清兵衛は、下級武士で生活も豊かではありません。内職をしているのです。虫かごを竹で作るという手仕事の内職です。た








習 っ たからといって、裁縫がうま く な っ た
り 、
料 理 が う ま く な っ た
りはしないけれども、自分の
頭で考えて自分で行動することができ
るようになる、と答えるのです。幕末の混乱の時代ですから、自分の 頭 で 考 え た こ と に 従 っ て 行 動 す る こ と が 大 切 で あ り 、 こ の こ と は 、男か女かに関係な く 、 生 き て い く た め に 必 要 な こ と だ と 言 う の で す 。学問することの核心を突いた台詞です。私には、映画のこのシlンが今でも鮮明に残っています。学問すると、
周
りの動きに惑わされることなく、自分の頭で考え





文 芸 が 人 間 の 生 き 方 に 関 わ っ て い る こ と は 、






と 剣 の 動 き を 一 致 さ せ る こ と 、 と い う よ う な こ と を
居 合 の 修垂木 に よ っ















わってくるのです。学問の関わりが、対人間であるか、対社会であるかの違いはあっても、共通項のものがあることを見落とすべきでは な い で し ょ う 。 こ の よ う な 欧 米 と は 違 っ た 部 分 に つ い て の 教 育 が 、少なくとも第二次世界大戦後は、制度上遮断されました。自ら学ぼうとした人は勿論いるでしょうが、
義務





















まり大学の核となるものを見失うと、大学は社会の荒波にのみこまれてしまいます。皆 さ ん は 、 専 修 天学で勉学して い く 上 で 、
何 を 正 中線 に す る で し ょ
うか。この一点が分かるなら、これからの勉学の仕方が違ってくると思います。自分の興味のあることや知りたいことがあって勉強する。あこがれている職業に就くための準備のために勉強する。それも立派な目標だし、必要なことです。しかし、自分の生き方にとって 正 中線
と な る も の は 、 も う 少 し 他 の と こ ろ に あ る の で は な い で し ょ











では、大学の歴史の上で一度や二度は、大学存立の危機に晒されたこ と が あ り ま す 。 外 国からの攻 撃 に よ り 破 壊 さ れ る こ と も あ り ま す 。私が留学していたドイツのトリiア大学は、もともと歴史のある古
歴史が途中で中断され、わずかに神学部だけ残って1970年代にようやく総合大学に復帰しました。
旧








にあり、ドイツの古都です。トリlアの駅から、電車ですと、ルクセ ン ブ ル ク の 国 境 ま で 日 分 、




ナ ポ レ オ ン 軍 が ド イ ツ に
攻め入ったとき、
モ l ゼ ル 川 の 上 流から攻
めてきました。
ナ ポ レ オ
ン軍に学生たちが反旗を翻しました。
ナポレオンの侵攻に学生が抵
い大学です。いまし た が 、









学、ケ ル ン 大学など が
廃校 あ る い は
閉鎖 に 追
い 込 ま れ ま し た 。







ナ ポ レ オ ン 軍 に よ っ て ベ ル リ ン も 占 拠 さ れ ま
す。知的な財が集積していた場所がつぎつぎに破壊されたので
す。










( 『 片 『 什 mw )




の激流に抵抗する大学人による知の発信を行ったのです。そ の 後 、 フ ン ボ ル ト の 理 念 を も と に し た ベ ル リ ン 大学が新設 さ れ 、近代の大学がスタートすることになります。フィヒテは、
ベ ル リ ン
大学の初代総長に就任しますが、フンボルト





こ の 理 念 に あ っ て も 、
教 授 と学生の 知 的 共 同
体 を 重 視 す る ウ ニ ベ ル ジ タ ス の 形 が 土 台 に な っ
ています。知識を教授するだけでなく、結論を導く過程を教えることによって真理の発見に携わさせるということが、大学の核に据え
円，白







私が留学した頃は授業料というものはなく、学生は、1年間に学生費を日本 円 に し て 3 0 0 0 円
か5
000円だけを支払えばよかった






































し た の は 1 9 8 9 年 日 月 で し た
が、その数年前にもドイツに行きましたが、まさかベルリンの壁が
5) 
崩 れ る な ん て 、 想 像 も で き ま せ ん で し た 。 1 9 8 0 年 頃 の こ と で す 。ト リ l ア に 滞 在 し て い
ますと、知り合いになった東ドイツの人から
手紙が来ると、ほとんど検閲が入っていました。
















度 目 の 留学で同じくト リ l ア
に





た 国 境施 設 に は 有刺 鉄 線 が 残 っ て 、 銃 口 を 向 け て い た 物 見 の 塔 も
残 っ
ていました。電話が繋がりにくく、







イ エ ナ 大学と提携
し、教授を
派遣して講義などを行っていました。





























統 一 後 は 、 西 側 の 法 曹 養 成 シ
ス テ ム に 一 本化 す る こ と に な り ま し た 。
刑法の条文は、堕胎罪の部分に経過措置がありましたが、西側で適用されていた刑法典が、東側にもそのまま効力を有することになりました。したがって、刑法の教科書やコンメンタlルの入れ替えが行われるのは、当然と言えば当然なのですが、ゴミ箱の光景は胸を打 つ も の が あ り ま し た 。刑法の研究者についても、東側においては劇的なものがありました。刑事学の研究者1名のみが大学に残り、あとは全員免職だったと聞きました。免職されなくても、刑法の研究者の場合は、
ペンを
折 り 、 辞 任 す る と 思 い
ます。刑法の基本的な骨格が崩れ、自分の価
値観が否定されるわけですから。たとえば、今の日本の状況から自由主義刑法を否定する政治体制へと変革されることになれば、私はペ ン を 折 り 、 教 壇 を 去 る しかないで し ょ う 。 私 が や っ て い る学
問は、
社会の変動と密接な関係を持っており、大学教育の出口が職業と直結するだけに、社会構造の変革に大きく左右されることを身をもっ







かでハレ 大学をどう い う方向に持 っ て 行 こ う と し て い る のかを聞き 、専修大学の幻世紀のビジョンである「
社会知性の開発」についても
話 を し ま し た








































つ と い う 気 概 が 必 要 で す 。さ て 、 専 修天学は、 そ の 正 中線







研 究 者 に と っ て 大学

















それに 対 応 す る キ ャ パ シ テ ィ が 求 め ら















問題ではありません。相手の言わんとするところを上手く聞き取ると共に、相手に自分の考えていることをいかに上手く伝えるかという こ と が 大 切 な の で す 。 相 手 の 主 張 を よ く 聞 い て 、 相 手 を 納 得 さ せ 、











































で す 。学聞を追究 す る に は 、 主 体 性 が 必 要 な の で す 。 教 授 す る方も、自分の人生をかけた学聞を語るべきなのです。今や象牙の塔の扉を聞いて、
教育の現場に下りなければならない
としても、学問的情熱と感動ない講義には、皆さん、私はその授業評 価 に パ ツ を 付 け て よ い と 思 い ま す 。学問的情 熱 と 感 動 が な い 限 り 、学問の伝授はできません。同じ真理を伝えるにしても、その人の人生観や人間性がにじみ出た説き方をすると、そこから継続性と発展性が生まれ、聞く人の可能性を引き出すことができます。したがっ












専修玉入学におられて、筑波大学に移られましたが、私には、若き日の 伊 藤 先 生 の 講 義 が 今 も 鮮
明 に 焼 き 付 い て い ま
す 。
文学部教 授 で あ っ
た伊藤先生は、単身赴任であったせいか、生田1号館の教室に、風百敷包みを片手に、よろよろの服を着て、草履履きで入ってこられるのです。よろよろの服装をしていた私には、そんなに違和感のない格好なのですが、教壇の椅子に腰掛けて徐に風百敷包みを解か
れ
















あります。それを、大学では、専門と共に身に付けなければならない。しかし、学生の回線から見れば、いくら大切だといっても、実学とは違 い 実 践 的 な こ と に 結 び つかないよ う に 思 え る も の で すから、興味がなかったら講義を聞かないというのも確かでしょ
う。それゆ
え、教壇に










































賀田 種 太 郎 ( メ ガ タ
・タネタロウ)






































息 軒 ( 1 7 9 9 1 1 8
76)
を 訪 ね て 別 れ を 告 げ る 件 が あ り ま
した。安井息軒は、宮崎の
清武に生まれ、鉄肥藩の儒学者として著名であり、江戸にも滞在していたので、相馬先生との接点があったと思いますし、安井息軒の薫陶を受けられたとしても不思議ではありません。目賀田種太郎先生は、嘉永6年、まさに黒船来航の年に生まれ、
幕 臣 と し て 育 た れ ま し
た 。 日 賀 田 先 生 は 、 幕 臣 の 秀 才 で あ り ま し た 。

















法 の 文 献 を 読 む の に は 苦 労 し な い 状態 で 留学しま し た 。 飛行機 に 乗 ってド
イツに行き、駅で切符を買ったり、道を訪ねた
り、簡単な日常
会 話 を す る に は 、 ま あ ま あ と い う 状 態 で 留学
し、最初の 2 カ 月 間 は 、














は 、 周 り
の人も語学学校に通っていることが分かっていますから、













は 、 ア メ ル ン ク と い
う第l
音 に ア ク セ ン ト を 置 い た 言 葉 、
だけ
で し た 。

























ペ ー パ ー を 用意
し て き ま す 。 ゼ ミ は
、撃暑が
用意 し て き た
ぺl











上 げ が ち ょ っ と 外 れ る と 、 も う ど こ を 読 ん で い る のか分からな く な ってしまうのです。聞きながら該当する部分をパッパッと探せる状態で は な い で す 。 そ れ
から3
カ 月 た っ て 言 葉 の 波 に 乗 れ る よ う に な り 、
半 年 過 ぎ た 頃からは 、 読 み 上 げ が















ない 、 何 を 言 っ て い る のか
推測が つかないこ と が 何 度かありま し た 。
当時、ト
リ l










































生 は 書かれて い ま す 。 私 は 、 専修 大学の共 通 項 は
サ ム ラ イ ・
スピ
リ ッ
ツだと思っているのですが、その原点になるようなことが書かれてありました。言葉は流暢でなくとも、後ろ指を指されないように、きちんとした人間とした生き方をし、礼節を重んじることを頭におい て 留学生活を 送 っ た と 書 い て あ り ま し た 。 こ れ は 凄 い こ と で す ね 。
創立者たちは幕末の動乱を生き抜いた人たちですし、田尻先生は









l年 過 ぎ る と
日本が恋し












































田からド イ ツ の フ
ラ ン ク フ
ルトまで国
時 間かかりま











し て フ ラ ン ク フ ル
トに向かうというルlトでした。私
の上の世代は、
船 で ヨ ー ロ ッ パ に 行 っ た の で す が 、
2カ月かかった
と聞きましたので、それに比べた
ら 私 の 世 代 は 夢 の よ う な 速 さ で す
が、今は成田から













































。 留学中は、切 り 詰 め た 大 変 な 生 活 だ っ た の だ と
推測されます。
田尻先生は、







チ を さ れ
ていますが、ぎり














専 修 大学が創立 さ れ た
明治問年は
、 私 の 専 門 分 野 で 言 え ば 、
旧刑法が制定された年です。それ以前には、ヨーロッパの近代刑法を継受した刑法典は存在しません。明治維新後、仮刑律、新律綱領などはありますが、それらはまだ清・
明律











































な 人 材 を 輩 出 す る こ と で あ る と 考 え 、 専修学 校 を 立 ち 上 げ た の で す 。創 立 者 た ち の 高
等 教 育 に


















期 間 の う ち に 専 修学校をス タ ー































































































でに 話 し ま し た よ う に 、 高 等 教 育 に よ っ て 、











建学の雌縄 の 具 体 化 も 違 っ て く る は ず
で す 。 専修正入学の幻世組 ビ ジ ョ
ンは





















出 発 し た こ と は 重 要
であり、その意味を考えておかなければなりま
せん。創立者たちが、もしヨーロッパに留学をしていたなら、帰国後すぐに私学としてスタートするという乱暴なことを考えなかったかもしれません。先ほど話しましたように、ドイツは近代の大学を立ち上げるに際し、全て国立、厳密には州立にしました。大学の財政基盤を公的に確保して安定化させ、学生の授業





げ て 対 抗 し ま し
たが、その財政基盤は民間活力によって支えるシステムを採りました 。 大学の教育 ・
研 究 を 民 間 の 活 力 に よ っ て 支 え る こ と を 基 本 と し 、
教育・
















































ます。たとえば、寄附行為という言葉です。寄附というと、通常はお 金 を あ げ る こ と で し
ょう。私が専修大学創立1
30年の 寄 附 を お
願 い し ま す と 言 っ た の に 対
して、卒業生がそれに応え




































日 常 用 語
とかけ離れ た も の に な っ た の で す 。
漢 字自 体 も 、 当 初 は
日 本 に な く 、
奈良時代でも漢
文が読み書きできることは高い教養を身に付けてい




























米 の 専 門 用
語 を
日 本 語 に 訳 す に 際 し て 、
















時期に、法律や経済を日本語で講義しようとしたのです。講義をする に は 、 ま ず は 日 本語 の テ ク ニ カ ル タ ー ム を 、 原 語 を も と に 自 ら 作 っていくしかありません。困難極まる作業ですが、創立者たちは、そ
では、なぜ創立者たちは、困難な作業をやろ
れを実行したのです。う と し た の で し ょ うか。の一
体 ~
















に 長 ら く 滞 在 し て い ま す の で 、 会 話 も 十 分 に 出 来 ま す 。 彼 の 場 合 は 、母国語の中国語のほかに、日本語、英語、ドイツ語を使います。私は 、 日 本 語 と ド イ ツ 語 と 英 語 と 、 そ れから彼と の 関 係 で は 漢
文 で す 。
共通言語が複数ありますので、授
業 に 支 障 は あ り ま せ ん 。 昨 年 で し
たが、ドイツ語の専門書の原典を購読し、日本語に翻訳することをし て い ま し た 。 そ う し た ら 、



























































が よ く 分かる場合が あ る こ と を 、



































































国へ行くと、よけいそういうそう場面に出会います。道を歩いていて 、 雨水 が た ま っ て い る 所 に 車 が つ っ こ ん で 来 て 、





ド イ ツ に 滞 在 し て い る と 、
ピシ












ら く 時 間 がかかるの
です 。 物 事 を






















明 治 維 新 に よ っ て
日本の国の形が大きく変わり、近代国家
に移行しようとする時に、それまでの価値体系が崩れました。新しい欧米のものの考え方を基本にして、法制度や経済制度を構築しよう と し ま し た 。
日本人は器用ですから、枠組みとしての制度はすぐ
に立ち上げることができます。しかし、制度自体は器用に作ったとし て も 、 問 題 は 、 そ の 制 度
を 動かす人の も の の 考 え方です。 そ し て 、

















































ベ シ ュ タ ン ト は タ
lト
ベ シ ュ タ ン ト
















専 門 用 語
を 日 本 語 に し 、 そ し て 日 本 語 で 授 業 す る と い う 苦 労 を 背 負 い な が ら 、日本の新しい価値観や価値意識を築いていこうとした












という意識を持たなければならないのです。何のために勉学をするのかとい う 間 い に 対 し






























る だ ろ う と 思 い ま
す。
100年先のビジョンまで見通すことは無理
が あ るかもしれ ま せ ん が 、 少 な く と も 今 の
時 代 に
「 社 会 知 性




















と し て の 高等 教 育 を 始 め た の が 一 つ 自 の 節目です
。二






等 教 育 機 関 で し た が 、
大 正 時 代 に 大学
令によ る 高
























































す る 制 度 が 変 わ っ た こ と も あ り 、












































































るのですが、そこから立ち上がるのですから、わが大学の底力には秘 め た る パ
ワー
があります。学生は、崩壊した校舎の煉瓦を拾い、










し て こ の 世 を 去 ら れ ま す 。 こ の 大 変 な 時 期















を 読 ん で い ま す と 、 専 修 大学の創立 者 と 様 々









































魂商才」と書いてありました。落款が3個押しであって、田尻先生の 雅 号 で あ る





































旧1 号 館 の 建 設
予 算 は 、 当 時
のお金でお






















































校 舎 を 開 く 決 意 が な
されます。問題は、






身は神田校舎に寝起きをされて、大学再建の陣頭指揮を執られました 。 母 校 の た め に 身 を 投 げ 打





一 五 事 件 と
か
いう言葉は聞いたことがあるでしょう。それらの著名な
刑 事 事 件
の
弁 護 を数多く手がけら れ た 、





































思 い を 同 じ く す る 人 脈 が 繋 が っ て い る と い う の が 伝 統 の 強 さ で す 。しかし、専修大学はミッション系、宗教系の大学とは異なり、財政的に強固な基盤が確立しているわけではありません。尊い浄財があるわけではありません。学生の授業料と卒業生および関係者の寄附によって、基本的に動かしている大学です。専修大
学は
オーナー大






















( 笑 ) 、 そ れ で よ
いと思いました。むしろ、学外の第三者がそう感じ
た と い う こ と に 意 味 が あ る と 思 い ま し た 。 反 復











き に わ た っ て 高





持 っ て い ま し た の で 、 利 害 、 打 算 で 動かないこ とから、
厳しい状況にも遭遇しましたが、






























こ う と し て い る のか、
m世紀には、
はたして存在するのだろうか。



































































な ど 、 今 日 本 で




業 を 再 現 し た ら 、 授 業 評
価 で パ ッ テ ン の 付 く 授業 は 何 % ぐ ら い で し ょ うか。かなり 多 い で し ょうね(笑
)。本学は、私学でありますから、大学を運営する費用の
大半は、皆さんの授業料によって賄われています。契約の社会ということで割り切れるわけではありませんが、大学で勉強したいという学生の思いを実現させる義務を、大学は負っています。入学試験では高校までの学力を測ることになっていますが、どう
いう素質をもっているかは判別できません。入学時の学力も大切です が 、 実 は 伸 び る 可 能 性 を 秘 め た 素 質 の方が重要 で す 。 こ の こ と は 、偏差値の問題ではありません。入学試験の時の成績の物差しと、大学に入ってから専門教育で伸びる物差しとは、違うと言わなければなりません。極端な場合は、入試のときの物差しではぎりぎりセーフだったけれど、大学の専門教育で急激に伸びたという学生もいれば、逆に、入試の成績では優秀だったけれども、専門教育では低空飛行だったという学生もいます。物差しにギャッ
プが
あるのです。
























一 緒 に 座 っ て は 授 業 を 聞 い て い ま し た 。
(笑)
。もちろん、犬を連れ
てきた学生の横に座っているのですが、静かにしているので、その光 景 を 見 た 私 に は 聞 い て
いるように見えるのです。犬が好きな私に
と っ て は 、 ほ ほ え ま し い 光 景 な の で す が 、
さ す が に









に 入 っ た 男 子学生に対
して 、
「次の時間は講義に出るから、子供の面倒をみて。
」 と 言 っ て
赤 ち
ゃんを渡して、授業に出ていく光景を何回か見ました。国家試
































































医学部の場合は例外で、希望者が多い場合には、入学許可数との関係で、成績によっては待たなければならない場合があります。成績が基準に達していても、112年待つことがあります。法学部の場合には、入学許可数を設けていないことが多いのです。紙飛行機が飛 ん だ 年 、 ト リ l
ア大学法学部の 場 合 、 入 学許 可
数を設 け て い なかっ
た の で 、 希
望 者 を 全 員 迎




設定 さ れ 、 元 の 正 常 な 状 態 に 戻 り ま し た 。 こ の方法は 、 考 え方によ っては、荒っぽいやり方です。大学が州立であり、学生は授業料を払うわけではありませんので、入学許
可数を設け
て入




でも しかたがな い 状 況 で す 。 大学は、学生を受 け 入 れ た 以 上 、




















んが、要は、教壇に立っている先生の人生観や世界観に学生が感動し て 、学問に対す る 姿 勢 に
共感を覚えることが大切なのです。この





大きなものが見られると、私は確信をしております。皆さん、もう入学できて い る 以 上 、 大学教育に 耐 え ら れ る だ け の 力 は あ り ま す し 、こ れから勝負 す る 部 分 は 、 高
校 時 代 に は 磨かなかった部分 な ん で す 。
ものごとを分析する力、それを統合する力、人を

















































せ ん 。 す な わ ち 、 皆 さ ん が 、
















つであります。専 修天学の卒業生は、 実 業 界 に 踏 み 出 す 人 、 教 育 界 に 踏 み 出 す 人 、
あ る い は 会 社 を 起 こ す 人 、
ディ


































務 家 、 検 事 に な ろ う と
思っていま







れ は 東大 の 団 藤 重 光 先 生 と 一 橋大 の 植松正 先 生 で し た 。 理 論的 な シ ャ ープさは、植松理論が好き
でした。最終的には、植松先生に弟子入り















た 柱 に 挟 ま れ
て動けなかったそうです。そこに、火の手が近づいてきて、もう終わりだと思ったら、そこに大工さんが通りかかり、「助けてくれ」と言ったら、これも偶然に近くにノコが落ちていて、それで大工さんが柱を切って、助け出してくれたそうです。それで、せっかく命を拾ったのだから、何かしなければいけないのだろうと考えたと、お っ し
































戦にの ぞ み ま し た 。 終 戦 は 、
ロ月




























































ら町いて み て く だ さ い 。
叩けますでしょうか(笑)。終わります。
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